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平成 29 年産米 検査・集荷方法について 

 

○ 検査手数料、集荷運賃 

 

米の検査手数料および集荷運賃は下記のとおりとなります。 

 

     検査手数料   ３０kｇ/袋    ２７円（税込） 

             １kｇ(ばら）  ０．８５円（税込） 

   

     集荷運賃    ３０kｇ/袋    ９７円（税込） 

 

＊生籾および種子籾の集荷運賃は、重量１kｇあたり３．２４円(税込)となります。 

 

○ 本店住所変更に伴う紙袋の住所変更 

 

春期座談会にてご案内致しましたが、昨年１１月の支店統合に伴う本店移転 

により、本店住所が変更になりました。昨年まで使用致しておりました米の出荷 

紙袋には旧本店住所が印刷されているため、平成２９年度から使用できなくなり 

ます。

現在お持ちの旧出荷紙袋は、各支店・物流センターにて回収を実施しております。

なお、氏名等記入済みの紙袋については訂正スタンプを押印させて頂きますので、

訂正後そのままご利用ください。 

 

○ ラック倉庫集荷専用紙袋の廃止（太田・山室地区） 

 

住所変更同様に春期座談会にてご案内致しましたが、平成２９年産米よりラック 

倉庫での集荷専用紙袋を廃止致し、全品種出荷用紙袋での集荷に変更させて頂き 

ます。 

現在お持ちの集荷専用紙袋は、各支店・物流センターにて回収を実施しており 

ます。なお、氏名等記入済みの紙袋につきましても全量回収させて頂きます。 







ライスセンター利用について 

 

○ ライスセンターの利用申込書は８８月１8 日（金）迄に 

各自、農協南支店、中央支店、または各ライスセンター等に設置の 

出荷申込書提出ＢＯＸまで提出お願いします。 

 

○ 申込書の保有米欄は「「いる・いらない」のいずれかを必ず○で囲んで下

さい。 

数量の単位は「「袋／30kg」にて記入お願いします。 

 

○ 荷受時間は午前８時３０分～午後６時までとなります。 

 

○ 荷受申込書（搬入の予約）は稲刈り２日前の正午までに提出お願いします。 

 

 ※※搬入希望日に雨天等で刈取りができなかった場合は、 

必ずライスセンターへ連絡の上、再予約して下さい。 

 

 

 

平成２９年産米の栽培日誌の提出について 

  

○ 栽培日誌は下記の日までに生産組合長より提出をお願いします。 

 

早生提出日（てんたかく）        ８月１０日（木）  迄 

  中生提出日（コシヒカリ）        ８月２５日（金）  迄 

  晩生提出日（てんこもり、新大正糯）    ９月１日（金）  迄 





ＪＡ富山市をご利用の皆様へ

 当農協をご利用の皆様には、日頃より当農協事業に格別のご高配を賜り、厚

く御礼申し上げます。

 さて、当農協は、昨年１１月に店舗統廃合を行い、これまでの旧７支所から

２支店（新店舗）となり、ＡＴＭにつきましては、新店舗を含む７台を設置し

稼働してまいりました。

 しかし、ＡＴＭの利用においては、昨今、コンビニエンスストア設置のＡＴ

Ｍで当農協のキャッシュカードが利用できますことから、この度、誠に勝手な

がら下記のＡＴＭ（旧店舗設置）を廃止させていただくことになりましたので、

ご不便をお掛けしますが、ご理解の程、よろしくお願い申し上げます。

平成２９年８月 富山市農業協同組合

◆ 廃止するＡＴＭ

    ○旧蜷川支所（富山市赤田５４１番地）

    ○旧山室支所（富山市清水元町３番６号）

    ○旧新保支所（富山市新保３０３番地）

    ○旧月岡支所（富山市上千俵町４８４番地１）

◆ 廃 止 日 

    平成２９年１１月２５日（土）

◆ 廃止後、利用できるＡＴＭ

設置店舗 稼働時間

南 支 店

中 央 支 店

平 日 ８：００～２１：００

土曜・日曜・祝日 ８：００～２１：００

燃料センター
平 日 ８：００～１９：００

土曜・日曜・祝日 ８：００～１９：００

◆ お問合せ先

    ○ 本 店（金融課） ０７６－４２９－７５０１

    ○ 南支店      ０７６－４２８－１１２２

    ○ 中央支店     ０７６－４２５－２８８８

旧店舗ＡＴＭ廃止のご案内
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①　「農業者の所得増大」「地域の活性化」への挑戦

②　「農業者の所得増大」「地域の活性化」に向けた組織・事業・経営の革新

③　協同組合理念の浸透と「食・農・協同組合」にかかる理解の醸成

Ⅰ．農業農村の活性化

（１）担い手の育成・支援

（２）地域農業を守る受託体制の構築

（３）地域農業振興支援事業（富山市農協単独事業）

（４）次世代の組合員づくり

（５）地産・地消運動の推進

Ⅱ．農産物の生産・販売強化

（１）「所得増大」と「生産拡大」に向けて

（２）高品質米の生産

平成28～30年度 ＪＡ富山市中期３ヶ年計画

夢 と 希 望 あ る 農 業 を 目 指 し て

今後に向けての３つの目標

（３）優良種子の安定生産

（４）園芸の生産振興

（５）１億円産地づくりの推進

（６）畜産の生産振興

（７）確実な生産調整の実施と水田のフル活用

（８）安全・安心な農産物の生産・販売

（９）共同利用生産施設の整備

Ⅲ．愛される農協づくり

（１）営農相談の充実

（２）地域貢献（食農教育・直売の開催）

（３）くらしに密着した農協づくり

Ⅳ．総合事業基盤強化と組織基盤の拡充のための健全経営確立

（１）組合員・利用者の信頼に応える事業の展開

（２）収支・財務の健全化と透明性の高い経営の実現

（３）コンプライアンス態勢の整備・強化



（　△検討・計画　・　○実践）

H29 H30

計画 計画

Ⅰ．農業農村の活性化
（１）担い手の育成・支援

認 定 農 業 者(人) 計画８０人 / 実績７２人 85人 87人

営農組織（共同） 計画６組織 / 実績６組織 6組織 6組織

営農組織（協業） 計画１０組織 / 実績１０組織 10組織 10組織

営農組織（法人） 計画８組織 / 実績９組織 11組織 12組織

   合　　　計 計画１０４経営体 / 実績９７経営体 110経営体 113経営体

①担い手育成支援対策

・農業技術・経営管理などの情報提供 特報、施肥設計書、防除こよみ、ＨＰ

・農業技術者協議会を中心とした研修会・意見交換会等の開催 ゆうだい２１研修会、宇都宮大学、神明HDへの視察

・営農組織設立・認定農業者申請等の支援

・法人化や複合経営化の推進・支援 農事組合法人なかよしファ－ム（２９年３月１日設立）

・円滑な農地の利用調整・農地の有効活用の推進・支援

・経営所得安定対策等の加入申請支援

・制度資金（近代化資金等）の活用・申請支援

・人・農地プランの作成・実践

（２）地域農業を守る受託体制の構築 作業受託（耕起、代掻き、田植え、稲刈り他 7,825千円）

ジェイエ-とやまサ-ビス
経営面積 2,619.8ａ
販売金額 5,505千円　(水稲、大豆、じゃがいも他)

（３）地域農業振興支援事業（富山市農協単独事業） 平成28年度10,000千円の予算に対し4,268千円

①営農組織設立支援助成（新規営農組合設立に助成）

②営農組織法人化支援助成（法人化に係る費用の一部助成）

③受託作業支援助成（農協からの再委託作業について助成） ③　214千円（7件）

④土づくり支援助成

（ケイ酸質資材の散布を集団で実施する場合に助成）

・地域の担い手で構成される農業者協議会や各地区の運営委員会、農協子会
社である（有）ジェイエーとやまサービスと連携した地域農業を守る受託体制の
構築・強化

○ ○

○ ○

重点事項の実践方策と実績及び詳細

※ 重 点 事 項 の 実 践 方 策 H28年度　計画/実績及び詳細

（ケイ酸質資材の散布を集団で実施する場合に助成）

（土づくり資材を散布する機械購入費用を一部助成）

⑤米合理化推進助成（ラック倉庫利用時のフレコン出荷に必要な機材の一部助成）

⑥転作地有効活用支援助成（戦略作物の栽培に必要な機械購入費の一部助成）

⑦園芸振興支援事業 ⑦　1,349千円（21件）

（特産園芸作物を取り入れた複合化に必要な機材の一部助成）

（各部会所属者の共選共販実施生産物の出荷容器費を助成）

（特産園芸作物を新規に取り組む生産者の種苗代金を助成）

⑧畜産振興支援事業（ヘルパー利用料金の一部助成） ⑧　360千円（3件）

⑨地産地消推進助成

（朝市等の開催に係る費用を助成）

（朝市に出荷した生産者に助成） ⑨-2　423千円（36件）

⑩低コスト農業推進助成

（低コスト農業に取り組む際に必要な機材の一部助成）

（3戸以上の生産者で機械の共同利用をする際に助成）

⑪農業資格取得支援助成（農業機械運転資格（大型特殊等）の資格取得費用を助成） ⑪　3千円（1件）

⑫食農教育支援助成（食農教育の実施に係る費用を助成）

⑬農業資金借入助成（農協資金による借入に対して保証料見合いを助成） ⑬　1,917千円（12件）

（4）次世代の組合員づくり

①次世代組合員のニーズの把握 農協青年部育成

②若手農家との交流・支援強化 青年部と農協役員との意見交換会の実施

（5）地産・地消運動の推進

地場産農産物の地場消費を推進し、

　「安全・安心な農産物」を消費者に販売する運動を推進します。

①米の消費拡大運動の推進 各種イベントの参加によるＰＲ、飲食店、老人施設への推進

②農産物品評会、即売会の開催 平成28年11月17日開催

③農業体験学習、市民農園等の開催支援 母と子の集い、出前授業の開催

○ ○

○ ○

○ ○



（　△検討・計画　・　○実践）

H29 H30

計画 計画
※ 重 点 事 項 の 実 践 方 策 H28年度　計画/実績及び詳細

Ⅱ．農産物の生産・販売強化
（１）「所得増大」と「生産拡大」に向けて

①生産者ニーズに応える個別対応

②マーケットインに基づく生産・販売の強化と新たな販路確保への挑戦

水稲新品種「ゆうだい２１」の栽培技術確立と面積拡大 Ｈ28　50hａ

③担い手の育成・支援、研修会等の開催 農業者協議会の各種研修会

④生産資材の厳選供給と低コスト生産技術の確立 肥料、農薬専用カタログの作成

（２）高品質米の生産

①米・麦・大豆の販売計画

水　稲（主食用米）　　　（袋/30kg） 計画186,000袋 / 実績187,538袋　　1,538袋増 185,000袋 185,000袋

備蓄・加工・飼料用米　（袋/30kg） 計画43,179袋 / 実績42,330袋　　849袋減 44,000袋 44,000袋

大　麦　　　　　　　　　　（kg） 計画49,750kg / 実績38,377kg   11,373ｋｇ減 55,000kg 55,000kg

大　豆　　　　　　　　　　（袋/30kg） 計画7,600袋 / 実績5,653袋　1,947袋減 8,250袋 8,250袋

雑　穀　　　　　　　　　　（ｋｇ） 計画330,000kg / 実績286,710kg  43,290ｋｇ減 300,000kg 300,000kg

②高品質米生産対策

・生育状況に対応した栽培技術の迅速な提供

営農特報の発刊等による技術情報の提供 3月～10月発刊

・作業適期指示看板の圃場設置

栽培状況標示板の設置による技術情報の提供 実践展示舗、水管理の標示板

・堆肥・土壌改良資材による土づくりの推進 土壌分析

・初期分げつの確保・適正な葉色への誘導 5月15日を中心とした田植、中干しの徹底

・圃場での栽培指導及び研修会の実施（青田まわり・座談会等） 7月青田まわり、8月産米改良座談会

・低コスト農業の推進・・・地域農業振興支援事業

直播栽培の支援等 直播資材専用注文書、栽培講習会、現地巡回

・作付品種構成の適正化　「てんたかく」「てんこもり」の生産拡大 備蓄、加工用米としての作付けによる作付品種の適正化

・酒米の生産振興 酒米振興会の各種行事を通して

○ ○

○ ○

（３）優良種子の安定生産

①優良種子の生産目標（生産量：ｋｇ、発芽率90%以上、混種0%、種子伝染性病害0%）

水 稲 種 子　 計画700,000kg / 実績720,780kg  20,780ｋｇ増 700,000kg 700,000kg

大 麦 種 子　 計画30,250kg / 実績30,000kg   250ｋｇ減 30,250kg 30,250kg

大 豆 種 子　 計画27,000kg / 実績28,890kg  1,890ｋｇ増 27,000kg 27,000kg

②後継者の育成 採種部関連行事の開催

③富山県推奨とやまブランド Ｈ29年3月にブランド登録の更新を受けた（2年間有効）

（４）園芸の生産振興 各種作物部会活動の強化

①園芸生産の拡大 農産物直売所及びインショップ販売活用して新たな園芸

主穀作農家への園芸品目導入による複合化の推進 作物栽培者の育成を図る

②野菜生産振興対策 家庭菜園のレベルアツプ講習会を随時開催

販売計画　（生産量：ｔ） Ｈ28　45,682千円

トマト・ミニトマト 計画85t / 実績76t 90t 90t

小松菜など軟弱野菜 計画20t / 実績24t 25t 25t

白　ネ　ギ 計画12t / 実績7t 12t 12t

ジャガイモ 計画60t / 実績78t 100t 100t

そ　の　他 計画15t / 実績8t 20t 20t

 合　　計 計画192t / 実績193t 247t 247t

③花き生産振興対策

販売計画　（生産量：本） Ｈ28年販売高　1,642千円

切り花 計画21,000本 / 実績15,030本 22,500本 22,500本

（５）１億円産地づくりの推進 8事業体　420.5ａ（品種男爵309.7ａ、ニシユタカ110.8ａ）

戦略品目として選定した「ジャガイモ」栽培の生産体制整備 78,280ｋｇ生産　販売金額　6,002千円

○ ○

○ ○

○ ○



（　△検討・計画　・　○実践）

H29 H30

計画 計画
※ 重 点 事 項 の 実 践 方 策 H28年度　計画/実績及び詳細

（６）畜産の生産振興

①耕畜連携の推進・支援 ○ ○

②堆肥循環システムの確立 ○ ○

③畜産振興対策

販売計画　（生産量）

生   乳　（ｔ） 計画1,320t / 実績1,385t 1,320t 1,320t

肉用牛　（頭） 計画40頭 / 実績37頭 60頭 60頭

仔   牛　（頭） 計画80頭 / 実績57頭 80頭 80頭

④畜産振興支援事業 畜産クラスタ事業の取組、支援 ○ ○

（７）確実な生産調整の実施と水田のフル活用

出荷作物割合　（有効活用割合、単位：％） 計画57.5% / 実績 57.1% 59.3 60.0

①水田フル活用対策

・備蓄・加工用米等新規需要米販売枠の確保 備蓄米　27,400袋、加工用米14,073袋

・園芸品目を導入した複合経営化の推進 ・・・ 地域農業振興支援事業

・朝市・夕市等への出品支援 ・・・ 地域農業振興支援事業 農産物直売所及びインショップ

直売活動の強化と直売店舗の設置に向けた取り組みの検討 まんなか市場Ｈ29.6.1～オ－プン

（８）安全・安心な農産物の生産・販売

①安全・安心な農産物の生産・販売 米、野菜は毎年栽培履歴を回収

・トレーサビリティ（栽培履歴）とGAP（農業生産工程管理）の整備

②環境にやさしい農業の推進

・環境に配慮した農薬・肥料の選定・推奨 、廃農薬の回収 廃プラ、廃農薬（Ｈ29予定）

・農薬散布時に飛散しにくい粒剤・液剤の使用推進、農業用廃プラスチック回収 ドリフト対策、微粒剤の推進

・籾殻・牛糞堆肥等有機物資源のリサイクル 地力増強対策費として2ｔ車1台当たり1,000円補助

（９）共同利用生産施設の整備

○ ○

○ ○

①施設利用の推進による品質の向上と均質化

②低温倉庫による米の高品質保管 ラック倉庫、蜷川7号、新保14号、月岡28号

③ライスセンターによる均一な乾燥調整 米（30ｋｇ）　72,222袋

④育苗センターによる健苗の出荷 芽出苗　8,172箱、硬化苗　65,317箱

Ⅲ．愛される農協づくり
（１）営農相談の充実

①営農相談機能の充実

出向く営農相談機能の強化・体制整備 育苗巡回、穂肥適期施用巡回、刈取適期表示

税務・認定農業者申請・制度資金の活用等相談機能の充実 毎月２回開催の税務相談、

②インターネットを利用した営農情報の提供 ＨＰを利用した営農暦の掲載

③物流センターを中心とした営農相談機能の充実・強化

（２）地域貢献（食農教育・直売の開催）

①食農教育活動の実施支援 学校田の設置、出前授業

食育活動の積極的な開催及び支援

②朝市・夕市の開催支援 朝市（堀川、山室旬鮮組６月から１０月）

（３）くらしに密着した農協づくり

①農業祭等イベントの企画・開催 10月29日（土）、30日（日）開催

②健康管理・体のケア 日帰り人間ドック検診助成

③料理教室等の地域文化活動の開催・支援。地域との関わりの強化 男の居場所講座開催(6回)

④安全・安心な生活用品の提供

⑤生活相談・生活設計の支援

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○



（　△検討・計画　・　○実践）

H29 H30

計画 計画
※ 重 点 事 項 の 実 践 方 策 H28年度　計画/実績及び詳細

Ⅳ．総合事業基盤強化と組織基盤の拡充のための健全経営確立
（１）組合員・利用者の信頼に応える事業の展開

・高度で専門的な組合員サービスの提供 人的資源の集中を図り、年金担当を新設

・出向く姿勢への事業転換

・健全な経営基盤の確保

・多様な人材の育成と活力ある職場づくり 外部、内部の各種研修を通し資格の取得

②自己責任経営体制の確立 ○ ○

（２）収支・財務の健全化と透明性の高い経営の実現

①財務の健全化

・健全かつ適正な自己資本比率の維持

・公正なる会計慣行による適正な決算の実施

②盤石な経営体質の構築

・計画的な自己資本の充実 内部留保による自己資本の充実

・経営情報の開示（ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ）に努め経営の透明性､信頼性を図る

・安定的な経営基盤の礎を築くため、労働生産性の向上目標の達成

　　目標　労働生産性　900万円 28年度763万円　（27年度県下平均804万円）

・部門別損益及び事業所別損益管理の確立と改善

　　月次決算及び四半期決算の適正な実施と部署別・事業所管理の徹底 月次決算、上期・下期仮決算、本決算

・各事業の取り組み、運営の見直しと改善

（３）コンプライアンス態勢の整備・強化

①内部統制の態勢整備 経済事業の内部統制整備に着手

  組織の不正・事故を未然に防止し、法令・定款・規程に準拠した有効で効率の コンプライアンス研修会等の開催

よい業務遂行を行い、適切な財務内容を適時開示できる態勢の整備 改正コンプライアンスプログラムでの勉強会

②法令順守態勢の強化

○ ○

○ ○

要領、要綱に基づき引当金の計上、特別償却、臨時償
却、減損を実施し将来の費用負担の軽減を図る

○ ○

①支所統合による相談、サービス機能の充実と内部牽制機能の強化及び
　事業推進の強化

○ ○

②法令順守態勢の強化

③リスク管理態勢の整備 内部統制整備


